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経 済論叢(京 都大 学)第148巻 第4・5・6号,199:1年.LO・U.・12月

短期調整過程 の二類 型(1)

一 市場 タイプによ:る在 庫の機能の違 いについて一*

森 岡 真 史

1序 論

1,課 題

広範 な社 会 的 分業 と市 場 をつ うじた取 引 に基 づ く大 規 模 な経済 にお い て は,

製 品在 庫,原 材 料在 庫 な どめ在 庫 ス トッ クは,次 の二 つ の重 要 な機能 を担 って

い るP。

(1)緩 衝 装 置 と して の在 庫 。生 産 ・取 引 の担 い手 で あ る諸 企 業 は,投 入一 産

出 構 造 をつ う じて連 結 され,相 互 に依 存:.,あ う関 係 にお かれ て い る。 そ して,

生 産 ・取 引 には 時 間 が必 要 で あ り,原 材 料 発 注 は そ の投 入 に先 立 って,原 材 料

の 投 入 は製 品 の産 出 に先 立 って行 われ なけれ ば な らない。 緩 衝 装 置 と して の在

庫 の機能 は,原 材 料 の購 買量 と投 入 可能 鼠(原 材 料 在 庫 の場合),製 品 の 産 出

量 と販 売 可能 量(製 品在 庫 の場 合)と い う,よ り長 い 時 間尺 度 か らみ れ ば 強 く

関 連 しあ って い る二 つ の変 数 を短期 的 に切 り離 し,各 企 業 が独 立 に生 産 や 売 買

の決 定 を実行 で きる よ うにす る ことに あ る2.)。

も し,各 企 業 が製 品在 庫 も原 材料 在 庫:も保有 して い ない場 合 に は,例 えば企

業Aで 原 材料 不 足 が発生 した場 合 に,そ の企 業 で の生 産 計 画 の下 方 修 正 → 企 業

Aの 製 品 を原 材料 と して 投 入す る企 業El,;,1,らの企 業Aへ の 発 注 に対 して製 品 が

不 足 　ナ企 業Bで の 原材 料 不足 一》…… とい うよ うに,あ る部 分 で の混 乱 が 不 可 避

*本 稿作成にあたり,塩 沢由典,谷 口和久の両1…il;.]::り貴重なご教示を賜 りました。記 して感謝申

し.ヒげます。

1)以 下の在庫の基本的機能に関する議論につい.て:」::り詳しくは,Kl)rnai〔11〕第13章,森 岡 〔33〕

を参照。

2)塩 沢 〔30〕,PP.317-318.
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的に諸企業の相互依存関係を通 じて経済全体へ と波及 して ゆ く。 しか し,原 材

料在 庫が存在 すれば,あ る時点 におけ るあ る企業の生産量 は,① 必要 な原材料

の他企業か らの購 買量,② 原材料発注時点 での生 産:予定量 にたい して一定の範

』囲
で 自由度 を得 る。 また,製 品在庫が存在すれば,あ る時点 におけ るあ る企 業

の他企業への販 売量(す なわち他企業 のその企業か らの購 買:量)は,そ のとき

の生産量 にたい して一定 の範 囲で自由度を得 る。経済 のあ る部 分での品切れや

原材料不足の発生 に よる過程 の中断が局所的 な もの に:1とどま り,全 体 としてみ

れば生 産 ・取 引過程 の円滑で連続的 な進行 が保証 され、るのは,こ のよ うな緩衝

装置 としての在庫 の機能 による ものである3)。

(2)情 報 としての在庫。各企業の経常的 な原材料購 買 ・生 産 ・製品販売 にか

んす る分権 的な意志決定 において,原 材料在庫や製 品在庫 の水準 とその変化は,

もっとも基本的 な情報の一 つ として作用す る。情報 とい う側面か らみ た在庫 の

特徴は,各 企業 の内部で観測が可能であ り,ま たその企業 の最近 の過去 の生産

・取 引水準 を直接 に反映 して変化す るとい う点 にあ る。 どれだけ生産す るか,

あるいは どれだ け買 うか(売 るか)と い う決定 が,生.産 量 と.ともに販売可能量

を規定す る製品在 庫や,原 材料購 買量 とともに投 入可能量 を規定す る原材料在

庫の水準 と無関係になされ ることは.ない。

しか し,在 庫が緩衝装置お よび情報 として機能す る際の機能 の仕方は市場の

の型 によって異 なる、総在庫 ス トック中の構成比 について先進資本主義 諸国 と

(か っての)ソ 連 ・東欧 の社会主義 諸国を比較 してみ ると,後 者 では前者 に比

して原材料在庫比率が著 しく高 く,製 品在 庫比率が著 し く低 い5)。 この ことか

3)設 備投 資 な どの独 立需 要 の増 大 に対応 して経済全 体 の生産..取 引の水 準 が迂 回 を経 ず に上 昇 す

る こと も,一 定量 の製品在 庫 や原材 料在庫 の存 在 に よっては1.:.めて.可能 に なる。塩 沢 〔28〕,PP.

53-56を 参照 。 なお,そ こでは製 品在庫 の みが考慮 され てい4iti".,原 材料 在庫 を も含 む議論 へ の

拡 張は容 易 であ る。

4)以 下 では,「 市 場」 とい う場 合,も っぱ ら財 市場 のみ を指 し.,労 働 市場 や金 融市場 につい てぼ

考 えな い。

5)　 ソガ リーにおけ る総在 庫 ス トッ ク中 に占 める原材 料在 庫 ・仕 掛品 在庫 ・製 品在庫 の構 成 比率

(Hunyadi〔10〕,p.184に よる)を 経 済企 画庁 『国民 経済 計;算年 報.」か ら求 めた 日本 の比率(い

ずれ も%表 示)と 比較 す れぽ次 の通 りで あ る。 ノ
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ら,資 本主義 システムの もとで一般 的にみ られ る市場 とソ連 ・東欧の社会主義

システムの もとで一般 的にみ られた市場 とでば,製 品在 庫 と原材料在 庫の相対

的 な重要性 や在庫情報 にたいす る企 業の鳳応ID仕 方 に基本的な違 いが ある と考

え られ る。

本論文 の 目的は,市 場 のタイプの ちがい によって生 じる在庫 の機 能 の仕 方の

ちがい を,多 数の企業 による経常的 な(週.や 月単位 の)生 産 ・取引の短期調整

過程 のモデル によって示す ことにある。KOmaiは,二 つの市場 タイプの基本

的 な違 いを,買 手 と売手 のいずれが取引jii雛決定す る立場 にあ るか とい う点 に

求めた6)。そ こで本論文 では,Kornaiに したがい,市 場 を需要制約型市場 と供

給制約型市場 とい う二つの タイプに分類 し、 それぞれの市場 ごとにモデル を設

定 して その性 質を分析す る。

2.在 庫調整過程 の諸理論

本稿 での モデル分析 の原型 をなす先行酌 研究 につ いて簡単 にふれ てお こう。

(1)短 期 調整過程 にお いて在庫が緩衝装 置お よび情報 としてはたす役割 をは

じめてモデル に取 り入れ たのは,Metzler〔18〕 に よる投資乗数過程 の分 析 で

ある。彼 のモデルでは,毎 期 の生産量は過 去の販売実績 に基づ く販売予想 に比

原材料在庫

仕掛品在庫

製 品 在 庫

ハ ン ガ リ ー 目 木

1971ユ976工9811986工97ユ197619311986

70.9

17.2

11.9

70.2

17.9

11.9

72.1

ユ5.8

ユ2.1

72.828.328.829.329..3

工5.232.032.932.928,.3

12.039,738.837.841.9

また,Dimitrov〔B〕 は,1ブ ノレガ リァ で も事i藍は基本 的に 同様 で 「総在 庫 の75-80%が 原材料

在 庫 で占 め られ て い る」 と報告 してい る(p,7⑪ 〕.な お,本 稿 で は仕 掛 品在 庫 は取 り扱わ ない 。

6)Kornai〔11〕 第19章,〔12〕 第2章 な ど。 一 般 的 に.は「買 手市場 」 と 「売手市 場」 の区 別 と さ

れて いる もの であ るが,K(レrnaiの 考 え方 の特 餐ii:は,買手(売 手)市 場状態 を,一 時 的 ・過渡 的

な現 象 では な く,恒 常的 ・安定 的 に再 生 産 され4.iW在 的 な機 構 を もつ もの と して と らえた点 に あ

る。 コル ナイ は市場 の二 つの対照 的 な タイ プを:「.圧:力」 と 「吸 引」,「需 要制約」 と 「資源 制約 」

な ど と呼 ん でい る。 これ らの二 つの市場 タィ フ'にそ.れぞ れ資 本主 義 シス アム と社 会主 義 ンステ ム

とい う二つ の経済 シス テムに密接 に対応 してい るが(KornaiI:13〕 第11-12章),本 稿 では この点

に関す る立 ち入 った特定 化 は行 わ ない。
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例 的 な緩 衝 製 品在 庫 を見込 んで 決定 され,販 売 量 は こ1の生 産 量 に 比例 的 な消 費

需 要 と独 立 需 要 との和 に よ って 決定 され る。生 産 量 と販売.量 の差 に よ って製 品

在 庫 の変 動 が 生 じ,製 品在 庫 の変 動 が さらに生 産 最 と販 売 量 の変 動 を生 み出 す 。

これ らの調 整過 程 をつ う じて,あ る一 定 の条 件 の もとで生 産 量 と販売 量 は独 立

需 要 の乗 数 倍 の水準 へ と収 束 す る。Metzlerモ デル<k1財 マ ク 目 ・モ デ ルで あ

って原 材 料 取 引 は考 察 され て い な い とは い え,在 庫 に よ る短 期 調整 過 程 の分 析

の 出発 点 を提 供 した もの と して評 価 す る こ とが で きる。

(2)KornaiandMartos〔14〕 は,各 企 業(冬 至1{ii門)の生 産量 ・原 材 料 購 買

量 が それ ぞれ 原 材料 在 庫 お よび製 品在 庫 の水 準 ゐ 「.ノル ム」7)と の差 に よって

決 定 され る とい う分 権 的 な調整 過 程 のモ デ ル を提示 した『)。 さ らに一 連 の共 同

研究 の成 果 を ま とめ たKornaiandMartos〔15〕'z,1:ま 上 の モデ ル を出発 点 と し

て さま ざ ま な拡 腹 を試 み てい る。 なか で も と りわ け 注 目す べ きは,市 場 タ イ プ

の ちが い に よ って,① 売 手 が製 品在 庫 に反 応 して生 産 量 を決 め,買 手 が販 売 量

を決 め るモ デ ル と,② 売 手 が受 注 残 高 に反 応 して販 売 量:を決 め,こ れ に等 し く

生 産量 を決 め るモ デ ル とい う,二 つ の 異 な るモ デル を設 定 して い る点 で あ る9)。

しか し,Kornaiら のモ デ ル は,生 産期 間 ・取 引期 間 の取 り扱 いや,企 業 の意

志 決定 の 定式 化 の根 拠 づ け の点 では課 題 を残 す もの.であ っ た。

(3)塩 沢 〔28〕 はMetzlerモ デ ル を各 企 業 間 の原 材料 取 引 を含 む 多部 門分

析 へ と拡 張 した。 塩 沢 の分 析 は,生 産 期 間 の存在 を 明示 し,各 企 業 の意 志決 定

の定式 化 に際 して そ の時 点 です で に知 られ てい る変.数 とま.だ知 られ て い ない変

数 とを周 到 に区 別 してい る点 です ぐ.れて い る10)。 言1:・ヒ.:;谷口 〔32〕1ま塩 沢.モデ ル

7)「 ノ ル ム 」 とは,経 済 の さ ま ざ ま な 変 数 の 長 期 的 な 平 均 値 の.う ちで,経 済 主 体 の 行 動 を そ れ ら

の 平 均 値 の 方 向 に誘 導 して ゆ く よ うな 制 御 過 程 が 機 能 して い る もの を い う。 ノ ル ム に よ る制 御 に

つ い て 詳 し くは,KornaiandMartos〔 ユ5〕第1章 お よび 第'1章:を 参 照 。

8)た だ し,彼 らの モ デ ル で は,原 材 料 と 固 定 資 本 は 区 別 され ず,一 括 し て 「投 入 財 ス トッ ク」 と

し て取 り扱 わ れ て い る(KornaiandMartos〔15〕,p.42)

・9)KornaiandMartos〔15〕
,p.43お よ び 第10,12章 のKor1[iaiandSimonovitsに よる モ.デ ル 。

ユ0)Lovell〔 ユ6〕 もMetzlerモ デ ル の 多 部 門 化 をは か った もの 一:iあるが,し か し彼 の モ デ ル で は こ

の 区 別 が 全 く看 過 さ れ て お り,各 企 築 の 生 産 量 決 定 の 定 式 化 に は 多 部 門 分 析 で あ る こ と を無 意 味

に す る よ うな 暗 黙 の仮 定 が 含 ま れ て い る 。 この 点 に つ い て ば,註.(23)を 見 よ。
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に取 引期 間 と移 動 平 均法 に よ る販売 予 想 形成 を導 入 し,数 値 計 算mに よ って 調

整 過程 の 安定 性 を検 討 して い る。 た だ し,こ れ ら二 つ のモ デル で は いず れ も原

材 料在 庫 の役 割 が 考 察 され て い ない。

本 稿 は,上 に述 べ た在 庫 に よ る短 期 調 整過程 に つ い て:の諸 貢 献 を総 合 す る一

.っ の試 み であ る。 モ デル の設 定 にお い て ぽ,① 多部 門分 析 であ る こ と,② 製 品

在 庫 と原材 料 在 庫 を と もに取 り扱 うこ と,◎ 生 産 ・取 引期 間 の 存在 を考 慮 す る

こ と,④ 一般 的 な販 売予 想 の形 成 方法 を 仮定 す る こ と,⑤ 意 志 決 定時 にお け る

企 業 に と って の未 知 数 と既知 数 とを区別 す'る こ と,⑥ 市 場 タ イ プ ご とに異 な る

モ デル を設 定 す る こ と,な どの点 で 各 モ デ ルの 長所 を組 み 合 わ せ,さ らに分 析

にお い て は安 定 条 件 の代 数的 導 出に 努 め:1こ1:,

なお,個 別 企 業 が 経 営 に お い て制 御 す べ.き変 数 の一 つ と して の在 庫 の分 析 は

Arrow,HarrisandMarschak〔1〕 ホ3よびそ れ に続 く一 連 の 研 究 をま とめ た

Arrow,KarlinandScarf〔2〕 に代表 揖Lる 。 彼 らが設 定 した 課題 は,一 定

の ル ー ル に基 づ く在 庫管 理方 式 を設 定 した場 合 に,発 注 点,発 注 間隔 な ど め

パ ラメ ー タ ー値 を どの よ うに決 めれ ば よい のか とい う も の で あ る。 これ らの

「最 適 在 庫政 策」 の理論 は オペ レー シ ョンズ ・リサ ーチの 一 分 野 と して経 営 実

践 と結 び つい て発 展 して い った が,価 格 ・こ反 応 して 各 主体 が 最 適 化 を達 成 す る

とい う意 味で の均 衡 理 論 に基 づ く経済 学 との 内的連 関 は希 薄 で あ った12)。

1970年 代末 か ら,均 衡 理論 の枠組 の も1二での製 品 在 庫 の 存在 を,経 済主 体 の

異 時 点 間 の最 適 化 行 動 に よ って説 明 しよ う とい う試 み が現 れ た(完 全 競 争 モ デ

ル と して 小谷 〔23〕,Otani〔19〕,不 完 全 競争 モデ ル と し てBlinder〔3〕,

〔4〕)。 彼 らのモ デ ル で は,在 庫保有 は(期 待)価 格 の上 昇,す な わ ち現在 販 売

す るよ り も将 来販 売 す る方が 有 利 で あ る とい う投 機 的 な動 機 か ら説 明 され て い

る13)。 したが って それ らは投 機 的在 庫 の 分析 とはみ な せて も,緩 衝在 庫 の 分 析

ユ1)日 本 の産 業 連 関 表 か ら得 た生 産 財 製 造 業9部 門 の投 入 乗 数 を 用 い た,大 型 計 算 機 に よ る数 値 計

算 で あ る。

12)Kornai〔11〕,邦 訳p.194,Shiozawa〔18〕.,1:lp.98-99.

13)Blinderの モ デ ル で は企 業 は 各 時 点 の 販 売 量1}訣 定:し う る立 場 に あ り,ま た 小 谷 の モ デ ル で/
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とみ ることはで きない。 もちろん,価 格上 昇期 待 も在 庫保有 の動機の一つで あ

る。在庫保有 の動機 としてはそのほかに も,生 産や:i皮引におけ る不分割性,規

模 の経済性,自 然 的 ・社会慣習 的制約に よる供給や需要:の季節 的な偏 りにた い

す る生産 ・販売の平準化 な どがあげ られ る。 しか し,緩 衝 装置 として の機 能は,

生産や取 引に時間が必要であ るとい う事実 のみか ら生 じる点で,実 物部面 にお

け る在 庫 の種 々の機能の うちでは最 も基本 な ものであ ると言 えよう。

$構 成

本論 文 の構成 は以下の通 りである。まず第r[節 では,市 場 を需要制 約型市場

と供給制約型市場 とい う二つ のタイプに分類 し,そ れ「それ の市場 タイプの基 本

的 な特徴 について簡単に述 べ る。第IK節 では,二 つの市場 タイ プに共通す る状

況設定 を行 う。第IV,V節 では,需 要制約型市場 お よび.供給制約型市場 のそれ

ぞれについて,各 企業の分権的意志決定 をつ うじて生、産 ・取引 が調整 されてゆ

く過程 を多部 門モデルに よって分 析する14>。そ こでば」1在庫,受 注残 高 ととも

に販売予想,原 材料購買量,販 売量 な どの数量 が惟.報としてはたす'役割に注 目

し,こ れ らの情報 に基 づ く決定 に関係す るさま ざまなパラメーター.の値 と調整

過程 の円滑 で安定的 な進行 との関係 につ いて検討す151:,第W節 では,結 論 を要

約 して示す。

II二 つの市場類型

1.需 要 制 約 と 供 給 制 約

売 手 と 買 手 が 出 会 い,売 買 に か ん し て(自 由 な,あ る い は 制 約 さ れ た)合 意

＼ は企業 は売 りた いだ け売れ る とい う前提 の もとで異 時 点間の 禾ll..潤最 大化 に したが って生 産 の時 間

的 径 路 を決 め る(在 庫 を引 き受 ける のは中 間業者)。 い ずれ の場合 も,生 産 の直 前 にお いて も販

売 量 が不 確定 なため に保有 せ ざる をえない もの として の製 品荘i庫は登場 しない。

14)本 稿 は ある特定 の市場 タイ プを前 提 し,そ の もとで の在 庫 の機 能 の仕 方の ちがい につ いて調 べ

る とい う方法 を とって いる。特 定 の市場 タ.イブそれ 自体 の成 立.・再 生産 ・帰 結 につ いて は さ しあ

た り,森 岡 〔34〕を参 照 された い。 以下 で は,特 定 の市 場状1藍iを企 業 の置かれ た場 として前提 す

れ ば,短 期的 な在庫 調整 過程 とい う部分 的過程 の 中に もそ¢～状態 を再現.して ゆ くメカ…ズ ムが 存

、在 す る こ とを示す 。
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に基づいて契約 を結び,そ れ を実行す る場 が.広い意味 での市場 である。売手 と

買手 との関係 におけ る基本的 な問題 は,ビ ちらが取引量 を決め る立場 にあるか

とい うことにある。長期 的 ・平均 的にみ 噛':::取引量 を買手が決定 している市場 を

需 要制 約型市場,売 手 が決定 してい る市場 を供給制約型市場 と呼ぼ う。大半の

財 の市場 において需要制約状態 あるいは供給 制約状態が成 立 している ときには,

市 場の全体 をそれ らのタイプに よって特徴づけ ることがで きる。

買手 が取引量 を決定 で きる条件 は,買 三il三の溝 買要求量 が売手 の販売要求量 を

下 回 っている ことであ り,売 手が取 引量 を決定 で きる条件 はその逆 の関係 が成

り立 ってい ることであ るm。 いま,売 手が買手の注文 に応 じて生産 ・販売 を行

う場合 を考 えてみ よ う。 買手の注文 が売玉　三の販売要求量 を下 回 っていれば,売

手 は買手 の注文があ るだけ生 産 ・販売 を行 う。 この とき,買 手ぽ購買要求 をそ

のまま実現す るが,売 手の販売要 求は部 分的に しか実現 されない。需要制約型

市 場 では この ような状況 が一般的であ る。 これにたい して,買 手 の注文 が売手

の販売要求量(あ るいは原材料の投 入可能量や固定 設備の生産容量か らみた販

売可能量)よ り高い場合,売 手は 自己の販売要求量(販 売可能量)の 周辺 で し

か生産 しない。 この とき,売 手の販 売要求はそのまま実現す るが.買 手の購 買

要 求は部分的 に しか実現 しない。供給制約型 市場 でぽ この ような状況が一般 的

で ある。

以上 は注文生産の場合 について考 えたが,見 込生産 の場 合に も,注 文 に先 立

って生 産が行 われ,販 売が事前 には保証 されていない とい う点 で異 なるだけで,

事態 は基本 的 に同様 であ る。 それゆ え,市 場 が需要制約型 あ るいは供給制約型

のいずれ のタイプであるかは,見 込生産 ・注文生産 の区別 とは,直 接 には関係

が ない。 ただ し,需 要制約 ・供給制約 と見込生産 ・注文 生産の組 み合 わせ によ

って,商 品の販売 に要す る期 間お よび購 買に要す る期 間は異 なる。商 品の販売

に要す る期 間は,他 の条件が同じな らば,需 要制約 ・見込生産 の場合が もっ と

も長い。 また,購 買に要す る期 間は供給制約.・注文生産の場合 が もっと屯長 く,

ユ5)Kornai〔11〕第19章における 「圧力」(pres$u.1・∈=)および「吸引一【(suction)の定義を参照。
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需 要 制 約 ・見 込生 産 の場 合 が もっ とも短 い16)。
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2.両'市 場 にお け る売 手一 買手 関 係 の基 本 的 特 徴m

需 要 制 約 型市 場 で は 買手 が商 品.を選 択 す る。 この選 択 は,同 時 に売 手 と して

の企 業 の選 択 を と もな う。 したが って,売 手 と して の企 業 は,自 分 の商 品 を買

って も ら うた めの 努 力 を競 い合 わね ば な らな い。選il尺.され るた めに 売手 が行 う

努 力 に は次 の二 側面 が あ る。① 価 格,品 質,サ ー.・・fスそ の他 の商 品 そ の ものの

属 性 を,買 手 に とって好 ま しい と考 え られ る もの に変 化 させ る.こと。 価 格 低下,

品質 改 善,サ ー ビス の 向上,あ るいは新 製 品 の開ii:邑な どは そ の代表 的 な手 段 で

あ る。 ② 買 手 に 自分 の商 品 を選 択 して もらえ る よ うに,売 手 が広 告 ・宣 伝 に よ

っ て買 手 には た ら きか け る こ と。 売手 は,こ れ らの努 力 を通 じて,多 数 の買手

と安 定 的 ・持続 的 な取 引 関係 を結 ぼ う とす る。

これ にた い して供 給 制 約型 市場 で は.買 手 が 売手 に1よ.、て選 択 され る。 した

が って,買 手 に と って は 商品 を売 って も ら うた め の努 力 が 必要 とな る1.8)。買手

が行 う努 力 は,も っぱ ら売 手 へ の はた ら きかけ で あ.る。 そ の 内容 と して は,人

よ り早 く注文 を発 し,行 列 に早 く並 ぶ こ と(こ れli)の こ とは,つ ね に商 品 の 入

荷 ・販 売 状 況 に つ いて 関 心 を もち,情 報 を収 集 して:い る 場 合 に可能 に な る),

ひ んぱ ん に催促 す る こ と,粗 悪 な商 品 で も甘 受 す る こ と,売 手 との個 人 的 関係

をつ くる こ と,な どが あ る。個 々の局 面 で どの よ'〉なは た ら きか けが 効果 的 で

16)需 要/供 給制 約 と見込/注 文 生産 の組合 せ に よる販 売期 間1購 買期 間 の ちが いは次 の よ うにな

る。

需要制約 ・見込生産

需要制約 ・注文生産

供給制約 ・見込生産

供給制約 ・注文生産

販 売期 間

在庫期間+取 引期間

取引期間

取引期間

取引期間

購 買 期 間

取:i期 間

生巌期間+取 引期間

待樵期間+取 引期間

待機期間+生 産期.間十取引期間

17)売 手 一買 手の 関係 の よ り詳 細 な考察 に つい ては,KornaiI::.ユ 〕第19章,〔12〕 第4-6章 を参 照.

18)売 手 に よる買手 の選択 には,商 品 その ものの属性 は関与.し,えない。 もちろん需 要 制約型 市場 で

の売手 に よる宣伝'広 告 も商 品そ のもの とは無関係 な内容 き;多分 に含 んで いるが。 売手 が買 手 を

選 択'ずる基準 につい て は,Koτnai〔12〕,PP,421-422を 見 よ,,
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あるかは,も ちろん売手 が何 を基準 に買 …i芦を選択 してい るのか に依存す る。

すでにみた よ うに,見 込生 産 と注文生ji査との違いは,需 要制約 と供給制約 と

の基本的 な違いを変 える ものではない。 しか し,見 込生産 の もとで販売が 事前

に保証 されない ことは,需 要制約状態の渚特徴 を強 め,ま た注文生産 のために

販売が事前に保証 され ることは,供 給制 約状態の諸特徴:を強め るだろ う。 そ こ

で,以 下のモデル分析 に:おいては典型的;k二 つの市場類型 として,① 全部門 で

各企業 が需要制約 の もとで見込生産 を行;:1市場 と,② 全:部門 で各企業 が供給制

約 の もとで注文生産 を行 う市場 とを想定 す ることにす る。

III仮 定

本節 では主要 な仮定 を列挙 して,第W,V節 での二つの モデル分析 に共通す

る状況設定 を行 う。

(1)生 産 と取 引は離散的 な 「期間」 を単位 に同期化 され て お り,取 引 期 間

(原 材料の発 注か ら入荷 まで),生 産期 間(原 材料 の投 入か ら製品の産 出まで)

.は それ ぞれ1期 間 である。産 出は期 首に;!i匡中して得 られ る。

② 経済 には π種 類の財があ り,そ れ ぞれの財を生産す る η個 の企業が ある。

前節 での市場 タイプの設定 の際 には同種;iうるいは代替的財 を生 産す る企業が複

数存在す ることを想定 したが,モ デルの 内部では,循 環的 な相互依存関係 にあ

る諸企業 によって結ばれ る売 手 と買手の関係 に焦点 をあて る,ま た,各 企 業は

売 手 としての機能 と生産者 としての機能 を兼ねてお り,流 通機龍 を専門的 に担

う企業 は存在 しない。

③ すべての財 は在 庫 として保存可能 である。

(4)投 資需要 は一定で あ り,こ れ を`(:[;,:nベ ク トル)で 表す。 固定 資本

投資法定 の し くみ は問わず,す でに決定 幽iぎれた固定資本投資 のための投資財の

建設が進行中で,こ れが毎期均等な投資需 要 として現われ ると想定す る。

(5)生 産技術 と生 産能 力は一定 であ る、=生産技術 の うち原材料投入 にかん し

ては投入行列A(n× η 行列)に よって茨 され る。孟の第 ノ行a;(1xnベ ク ト
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ル)は,第 ブ財1単 位 の生 産 に必 要 な各 種 の 財 の数 燈 であ る。

⑥ 消費 需 要 は一定 で あ る と し,こ れ をc(1× η ベ ク トル)で 表 す111)0し

た が って,単 位 期 間 あた りの独 立 需 要 を4と す れ ば,d…6+ら

⑦ 価 格 は あ らか じめ 売 手 に よ って設 定 され て お り,.市 場 で は取 引 数量 の み

が 決定 され る。 この期 間 内で は定 型 的 な プ ログ ラム に基 づ く数 量 調整 過程 が基

本 で あ り,そ れ が 不調 を きた した場 合 のみ価 格 変 化1…iで含 む そ の他 の調整 手 段 が

発 動す る20)。

IV需 要制約型市場の調整モデル

1.企 業の諸法定

本モ デル(以 下,1)モ デル と呼ぶ)で 嫁,各 企業 は需要制約 の もとで見込生

産 を行 う。生 産者一買手 としての企業は,生 産量凝::び 原材料購買量 を決定す

る立場 にあ る。第 ∫企業 では,今 期(彦 期)首 には前期1ぎの投入か ら製 品 ッ」(の

が産出 され る。 これ と前期末か ら今期首 に もちこされた製 品在 庫x;(t一 ・1)を

合 わせた ものが今期首 の販売可能量 であ る。 一方,前 期首 に発注 した 原 材 料

m;(t-1).が 入荷 し,こ れ と前期 から もち こされた原材料在 庫"∫(診一一ユ)を 合わ

せ たなかか ら,来 期首 に産出 ッ」(`+1)を 得 るために潮 ゴ(什ユ)α,だ けの原材

19)賃 金 財 を購 入 し,消 費す る のは労働 者 であ って,企 業 が あ ら:i司:シめ賃金 財 を原材料 の一・部 と し

て購入 してお くわ けで はない か ら,一 定 の賃金財 バ スケ ッ トを::巨め,賃 金財 と原材料 とを 同一 視

す るこ とに よ って消費 需要 を内生 化 す る とい う方法 は,原 材 料.;i三庫 を考 察す る場 合に は不 適切 と

な る。 来期 中 の生 産 の ため に今期 首 に雇 用が行 なわれ て賃金 が 前払 い され,労 働 者が それ で直 ち

に賃金 財 を購 入す る場 合,実 際 に投 入 した労働量 が 確保 した雇 用鑑1:り も小 さか った として も,

企 業 はす で に労働 者 が購 入 した賃 金財 を と りか えす ことがで き:{;にい。 また,賃 金 後払 い と す れ

ば,'同 一期 の生 産 に投 入 され る賃金財 の取 引 と原材料 の取引 にば時 間的 ズ レが生 じる。 この よ う

に,い ずれ の場合 で も賃金 財 と原材料 とを区別 して取 り扱 う必要 が ある。 しか し この と き,後

に導 入 す る差 分方 程式 に投 入係数 行列Aと,賃 金財 を含 む増 補:}量入係数 行列A=A十 σ岬.(ω は

lxnベ ク トル で労 働1単 位 当た りの 賃金財 バ ス ケ ッ ト,4。 はn,:K:Lベ ク トルで 労働 投入 係数)

が ともに現れ 安 定条件 を求 める ことが きわめ て困 難 にな る。:本稿 の仮定 は この点 を回避 す るた

め のや む をえ ない 単純 化 であ る0

20)こ れ は,価 格 よ りも数 量 の方が調 整頻 度 が大 きい,す なわ ち価格変 化yそ れ へ の対 応は基 本的

に経 常的 な生産 ・取 引 よ りも長い タイ ム ・ス ケールでの調 整過 程 に含 まれ る,と い う 仮定 で あ

る。塩 沢.〔29〕。PP.380-381を 参照g
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料 投 入 を行 う(物,物 は.1× π 行 ベ ク トル:)。 各企 業 は まず,こ の 来期 首 の産

出 ッ,α+1)を 決定 す る。 次 に,原 材料 調進iiに識 期 間 が必 要 で あ るこ とか ら,買

手 と して来 期 の投 入(来 々期 首 に産 出 を得 る)に 必 要 な原 材 料 の発 注量 物(の

を決 定 す る。

(1)生 産 量 の決 定

前 節 で み た よ うに,一 般 に需要 制約 型 市場 で は,同 種,あ るいは その 用 途 に

お い て代 替 的 な財 を生 産す る売 手 は相 互 に販 売 をめ ぐる競 争 関 係 に おか れ てお

.り,売 手 は 自 らの責任 にお い て買 手 の要 求 に1こた え るべ きで あ る とい う社 会 的

観 念 も形成 され て い る。 た ん な る観 念 だ け では な く,欠 品 や 納期 に遅 れ た場 合

の罰 金 な どが定 め られ て い る場 合 もあ る。 売 手 に と って,原 材料 不 足 や 製 品の

品切 れ に よ って販 売機 会 を逃 す こ とは,… ・時 的 か つ計 算 可 能 な損失 に と どま ら

ず,こ れ ま で の 努力 に よ って獲 得 して きた:顧客 の 喪失 な どの 計 算不 可 能 な損 失

を招 く恐 れ が あ る。 この 可能 性 は,と くに.欠品 や 納期 遅 れ を ひん ぱ ん に 引 き起

こ した場 合 に現 実 の もの とな る。 しか し,販 売 量 は 買手 に よ っ て決 ま り,売 手

と して の企 業 は これ を事 前 に知 る ことが で き瞭 い 。 そ こで,各 企業 は 品 切れ 発

生 の主 観 的 な確 率 を一 定 の範 囲 内 にお さ 貞,るた め に,供 給 を販 売予 想 に一 定 の

大 き さの緩 衝 製 品在 庫 を加 えた水 準 に決定 』ず.'る。

緩 衝 製 品 在 庫 の水 準 は予 想需 要 の期 待値 鍔(り に比例 的 で あ る とし よ う。期

首 の 時点 で投 入 した 原材 料 は,'+1期 首 に1製品 と して産 出 され る。彦+1期 首

での投 入 が産 出 され るの は'+2期 首 で あ るか ら,原 材 料 投 入 量 の 決定 に あた

って は,'期 首 お よび 什1期 首 に生 じる需要 ま で を考 慮 す る必 要 が あ る。産

出 され た製 品 ッゴ(の を加 えた 置期 首 の 瞬 間的 な在 庫 は2ゴ('一1)+:Y;(の で あ る。

これ に来期 首 の産 出 防('一ト1)を 加 えたli,の で,置 期 首 お よ び'+1期 首 に生

じる需要 を まか なわ な けれ ば な らな い。 し}六:二が って,'+1期 首 に産 出 す'べ き

は,緩 衝 製 品在 庫 係数 を1ら とす れ ば,

yj('十1)=(2十 為,)56j(の一堵ゴ('一1::[一一)・∫(6)、(4-1)
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とな る2;D。 もち ろん,こ の よ うな生 産 計 画 を実行 し うるた め には,あ らか じめ

過 去 の 固定 資 本 投 資 の 時点 で,設 備 の 生 産能 力が 予 想 され る生 産量:に一 定 の余

裕 を加 えた 水 準 に設 定 され てい る こ二とが 必要 で あ る、

販 売予 想(の 期 待値)は 過 去 の販 売 実績 の推 移 に塞 つ い て形成 され る。 こ こ

で は 実際 に も用 い られ てい る代表 的 な二 つ の手 法 として,単 純 移動 平 均 法 と指

数 平 滑法 を仮定 しよ う22)。 まず,単 純 移動 平 均 法 は,過 去 ち 期 間 の販 売 実績

の単 純 平 均 を今期 の販 売 予 想 とす る方 法 で あ り,次 式 に よ って表 され る。

5`,(彦)={∫,('一1)一 ←∫ゴ(6-2)十 ・・・… 十5,(彦一一一rJ)}/τ」(4-2)

次 に,指 数 平 滑法 は前 期 の実績 値 と予 想値 との藻 に基 づ い て今期 の予 想 値 を

決 定 す る方法 で,次 式 に よ って表 され る。

58∫(')=5θ」('一1)十r;{5,('一 一1)一 ∫C7(t-1)}(4-3)

こ こで,Y;は 平 滑 化定 数 と呼 ばれ,0<Y;≦ ユ で あ る。 指 数 平 滑法 で は,今 期

の販 売 予 想 は π期前 の販 売量 の加重 値 をY;(1一 γゴ)呵 とす る過 去 の販 売 量 の加

重 平 均 とな る。

(2)原 材料発 注量:の決定

'期 首 の原材料発注は,`十 ユ期 首での投入 を予:AIし た ものであ るか ら,彦 期

首時点での 診+2期 首の産出計画 」惰¢+2)を 参照 して決定 され る。 しか し実

際 の'+2期 首の産出y;(t+2)は,彦 期首の販 売:黛や期末の製品在庫が判明 し

た'+1期 首 の時点で最終 的に決定 され る。 したが って,需 要の変動 に対応 し

て行われ る生産計画の修 正に備 えるために,一 定 の原材料在 庫 を保有 してお く

ことが必要 となる。原材料在庫の保有 は,購 買先:企業 で品切れが発生 した場合

に も緩衝装置 としての役割 をはたす。

生 産量決定 の場合 と同様 に,原 材料発注量決定 のプ ログラムを定式 化す る。

21)以 上 の仮 定 は,在 庫 管理 の一 つ の代表 的 な方法 であ る定 期 発注法 に瓢 ・て,予 想 需要 を確率 変`

数 とみ な した ときに標 準偏 差が期 待値 に比例 す る と仮 定 しプこ腸倉 にあた る。 定 期発 注法 につい て

は例 えば北 原 ・児玉 〔25〕を参照 せ よ。

22)単 純 移動 平均 法お よび指 数平滑法 の特質 につ いて はB【OWI:1::5〕 を見 よ。
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(4-1)式 に よ っ て 言+1期 首 の 生 産 部 門 か ら の 原:材 料 需 要y∫('+1)a;は す で に

決 定 さ れ て い る こ と か ら,彦+1期 首 に も ち1二 す 原 材 料 在 庫 は,

v;(の;防('一 ユ)+吻5¢ 一1)一 ツブ.::`+:L)αノ

に よ っ て 求 め る こ と が で き る 。 ま た,(4…:.1)式 に な ら え ば,

ツρ」('+2)=(2+々 ゴ)56,α+1)一1～ ・{ノ(の一 ツ」(君+1)

こ こ で,今 期 首 の 時 点 で は ま だ 今 期 末 の 製 品 在 庫 量 は わ か っ て い な い の で,

z;(彦)の か わ り に 予 想 値28」(の が 用 い ら.れ て い る 。 た だ し,2`」(の=z;(t-1)

+ツ'(')一 ∫8」¢)。58」('+1)=鵡(')と しFi:(4-1)式 を 用 い れ ば,結 局 ッρ」¢+2)

=鵡(の と な る 。 彦+1期 首 に お け る 瞬 間i内 な 在 庫 刀,(の+物(の が 彦+1期 首 の

原 材 料 投 入 を ま か な わ な け れ ば な ら な い つ で,緩 衝 原 材 料 在 庫 係 数 を ら と す

れ ば,原 材 料 発 注 式 は 次 の よ う に な る 。

m;(の=(1十 ♂,)5㌧(のa;一 汐,(の(4-4)

2.経 済 全 体 と して の調 整過 程

以上 に定 式 化 した個 別 企業 に おけ る生 産:量 ・原 材料 購 買量 の 決 定 が,経 済 全

体 と して どの よ うな変 動 を引 き起 こす か を検:討す る。 まず,経 済 全体 の生 産 お

よ び原 材 料 発 注 は,58(の=diag{58,(')},」(=:==diag{々 、},五=diag{1,},∫8(の,乞('),

ッ① を各 々 ∫8ゴ(の,z;(t),ッ 」(の.か らな る1× η ベ ク トル,V(の,M(の を各 々

匂,(の,m;(彦)か らな る π×η 行 列,Eを 同 次数 の単位 行 列 とす れ ば,

ッ(`十1)=38(`)(2E十K)一 驚('一!)…一一:y(オ)(4-5)

M(')=58(彦)(E十L)A-y(の(4-6)

(4-6)式 に した が って 原材 料 が い っせ い に発 注 され 売 買 が 実行 され る。 孟期

の販 売 量5(の(1× η ベ ク トル)は,各::≧=業 に よる原 材料 発 注 の各 財 につ い て

の 総和eM(の と,独 立 需 要4と か らな る、,す なわ ち,

5(オ)=eM(の 十4(4-7)

こ こで,召 は[1,… …,1:]と い う1× π.ベ ク トル で あ る。

製 品在 庫 お よ び原材 料 在 庫 の変 動 は,7(オ)=diag{(ay」)}と す れ ば,
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2(の=2('一1)十y(の 一5(')(4・ 一8)

y(の 」7¢ 一1)十M(`一1)一Y(彦 十1)A(4・ 一9)

とな る。 単純 移 動 平 均法 と指 数 平 滑法 とい う二 つ の予 想 形成 方法 の ちが い に よ

り,需 要 制 約型 モ デル をD-1モ デ ルお よ びD-2・ ・E・デル とい う二 つ の モ デル に

分 け て考 え る23》。

(1)P-1モ デ ル

遡 及 期 間 が 全 企 業 で 共 通 の 値 τで あ る と.すれ ば,(.4一 一2)式 は 経 済 全 体 で は,

S`(の={5('一1)十5¢ 一2)一}・・・・… 十5(∫ 一 τ)}/冨1(4-10)、

と な る 。(4-5)～(4-10)式 を 整 理 す れ ば,次 の 連 立 差 分 方 程 式 が 得 ら れ る 。

ユ7(`十1)=2=(護)@十4∠(4-11)

た だ し,

必(の=〔3('一1),…,3(t-r-1),ツ(の,2(!:… 一.】.)〕

②=

一
.乙'A十1ζ'A

」=[

K/A

K'ム

ー エノ ム

一A

一A

E

五:0…Ojて'

0

0

0

0

0

0

E… 〔〕1κ'

0

0

0

0

0

E;K'

( )'

一

()一E

().一E

o(1)

一 ■!A-K'A一

'

一一K'ゑ.

・一Kノ .A

.L'4

.E十 月,

.E十1⊆.一

一1…:
コ

〃 ≡(E十L)/τ,K'=(2E十K)/τ

.23)註 〔81でふれ たLovell〔16〕 のモ デル を本稿 の記 号 を用い9て.表せば,

ン('十1)=5(の(2E十1ζ)一5(虚 一1)(E一ト1ζ),5(の=ツ ¢十ユ)∠iL十d

す なわ ちそ こで は,今 期(お よび前期)の 販売 量 を も とに決iりられ た各企 業 の来期 の生産 量 が,

今期 の各企 業 の販売 量 を決定す る とい う矛盾 した 関係 が仮 定 され てい る。Lovellは この二 つの

式 を連立 して解 ぎ,ッ(2+1)盟{ッ(のA(一 君一K)十4}{E-A(5iE十K)}'邑 を生産 量決 定式 としてい

る(p,275)。 上 式で は,各 企 業は来 期 の 自分 の生産 量 の決定 に際 し直接 ・間接 の 投入 関係 をも

つす べ ての企業 の投 入係 数 を知 ってい る ことにな るが,こ れ1;瑚 らかに.分権的 意志 決定 とい う前

提 に反 する想 定 であ る。
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で ∬(')は1× η(τ十3)ベ ク ト ル.@は1τ(7-1-3)× π(τ→一3)行 列,∠1は π ×

π(τ+3)の 矩 形 行 列 。0期 に5(一1),…,5←T一 一1),ッ(0),藪 一1)を 初 期 値

と し て 与 え れ ば,D-1モ デ ル の 短 期 調 整 過 程iiは(4-11)式 に し た が っ て 進 行 す る

(た だ し,V,Mの 動 き を 決 め る に は さ ら に 初 期 値V(0)を 与 え ね ば な ら な い)。

(2)D-2モ デ ル

r=diag{γ ノ}と す れ ば,(4-3)式 は 経 済i蓋 体 で は,

58(彦)=58¢ 一1)十{∫ α 一1)一58(`"一..L)}～ 「7(4-12)

(4-5)～(4-9)式,(4一 ユ2)式 を 整 理 す れ ば1欠({.)連 立 差 分 方 程 式 が 得 ら れ る 。

ω('+1)=ω(の の+謹.(4-13)

た だ し,

ω(の=〔58(`一1),ツ(の,eV(t-1)一1'¢ 一 ・1)〕

B

o

イ

o
ナ

一

一

[

=

=

の

Ψ

BK"(五"一BK";..A一 『B(L"+K")A+ム"A-1

塗 擦 轡 」
rK〃_PK"A・ 一rC召'十K")A-Eコ

B=E-17十L"AP,L"==L十E,、1ζ:"・ ・一一.Y一ト2E

で,ω(の は1×4nベ ク トル,の は4n:く ・;け`正 方 行 列,望 は η×4n矩 形 行

列 。0期 こ ・・(一1),ツ(0),・(一1),y(…:1・)を 初 期 値 と し て 与 え れ ば ・D-2モ

デ ル の 短 期 調 整 過 程 は(4一 ・13)式 に し た が ・ゲ て進 行 す る 。

行 列@お よ び0が 絶 対 値1以 上 の 固 フliT値を も た な い と き,(4-11),(4-13)

式 で 表 さ れ る 過 程 は 収 束 す る 。 こ れ ら の 体 系 の 不 動 点 を*を 付 し て 表 せ ば,そ

れ ら はD-1,D-2モ デ ル で 全 く 同 一 で あ り・.

,*=ツ ・=4(E-A)一1,・ ・=ツ ・K.IFガ1←・=;Y*A,V*=LM*(4-14)

と な る(y*=diag{:v;*})。 収 束 時 の 生 産:量 ・=販 売 量 は,遡 及 期 間 丁.'t.よ び 平 滑

化 係 数 γ と 無 関 係 で,独 立 需 要4と 投 入 係 数Aと に よ っ て 規 定 さ れ て い る 。 ま
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た,収 束時の販売量 ・製 品在 庫比率 および原材料投 入:量 ・原材料在庫比率は,

それ ぞれ緩衝製品在 庫係数お よび緩:衝原材料在 庫係数 に一致す る。

3.調 整過程 の実行可能性 と安定性

(1)実 行可能性

定型的 なプ ログラムに基づ く経常 的な生産 ・取引 の実行 による短期調整過程

は以下 に示す種 々の条件 によ ってゆ るく制約されて い劉9。

①企業 が盛宴 に応 じて生産す る(あ るいは技術的 に生産 しうる)範 囲の上限

を 瓦,下 限 を め(0と は限 らない)と すれ ば,必 ≦ッ,① ≦ア,。上限 は,固 定

設 備の物的容量の限界な どの要因に よって規定 され る,,ま た,製 品在 庫が過度

に積 み増 された場 合,(4-1)式 にしたが う生産量 ・生.産計画が下限 をわ りこむ

とい う事態が生 じ.企 業 は操業停止 ない し最:低水準 での操業 を余儀 な くされ る。

②原材料発注量 については,鰍 ∫(の≧0。 原材料在庫が過度に積 み増 さ れ た

場合,(4-4)式 に したが う原材料発 注量 に負の もの が:現れ,企 業はその財 につ

いては原材料 発注 を停止す る。

③原材料,製 品の収納可能量 を 砺,を 」 とすれば,0≦v.;Ct)≦ 恥,0≦.z;≦ 乏j。

原材料在庫が式の上 で負 になるのは,そ の原材料が:生.産増大 のボ トルネ ックと

な る場合であ る。 この とき,(4-1)式 で決定 した産出量 を下方修正せ ざるをえ

ない。製品在 庫が式 の上で負になるのは,品 切れが発生す る場 合である。 この

とき,買 手 の購買要求は実現 せず,販 売 可能量の賢 …i臣への割 り当てを行 う必要

が生 じる。割 り当てには さまざまな手段 が考 えられ ・i凱,価格上 昇 もその一つ で

あ るが,唯 一 の手段ではない。すで に述 べた よ うに需要制約型市場 では,品 切

れ発生 にたい しては売手 の側 に道義 的 ・経済的責任 が課せ られ てお り,発 注 に

応 じられ なか った場合 には,売 手が貨 幣による補償 を含む何 らかの方法で買手

に謝 るのが一般的 な対応 である。 したが って,価 格上昇 によって裁定 を行 うこ

とがで きる局面は限定 されて いるであろ う。

24)労 働 力 につい ては不 足 は生 じない とす る。
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これ らの制 約条件 を,実 行可能条件 と1乎ぼ う。実行可能条件 の成立 は調整過

程 の連続的 な進行 を保証 す る。 ある企業 で実行可能 条件が満た されない場合,

その企業の定型的 な プログラムに基づ く生産 ・原材料購買行動は,内 部的要 因

(容 量不足,操 業停止,原 材料切れな と:::あるいは外部的要因(品 切れ)に よ

って実行不可能 にな り,価 格変化を含む より上位 の調整手段の発動が必要 にな

る。 この とき,調 整過程 は もはや(4-11)i……にあるいは(4-13)式 に よっては表 せ な

い。ただ し,あ る企業 の定型行動 の破綻ぽ,緩 衝装置 としての製品在 庫 ・原材

料在 庫の存在 ゆ えに,必 ず しも直 ちにその他の企業の定型行動 の破綻 をもた ら

す ものではない ことに注意す る必要があ.る、、

② 安定性

需要制約の もとでは,各 企業 は予備的 な生産能力や原材料在 庫お よび製 品在

庫の保有 によって,販 売機会の逸失 とい う事態 の発生 を避 けよ うとす る。 しか

し,各 企 業が在 庫を保 有 していて も,経 済 の変動があま りに激 しくなれば,定

型 的なプ ログラムに基づ く決定 ぽ早晩実行不可能にな る。 もっ とも,調 整過程

を表す一連 の式 は独立需要水準4が 一定 である限定 され た期間 内で成 立す るの

であ るか ら,過 程が不安定 となる場 合 も,数 期間で爆発的変動が生 じるのでな

ければ,た だ ちに実行可能性が失われ るわけではない。諸変数が実行可能性 を

みたす範囲内で変動 してい る間 に独立癖i勲k準 が変化 し,新 た な段階 での調整

過程が開始 され るとい う場合 もあ りうる,、

この点 に留意 しつつ,J9-1モ デルお よび1>一2モ デルの調整過程 の安定性 に

ついて検討 しよう。行列 ② お よび のは次数 が きわめて高 く,そ の固有値 につ

いて一般的に調べ ることは困難 である。 そ こで,以 下 では簡単化のため,γ,=

γ,馬=ゐ,ら=',す なわ ち平滑化係数お よび緩衝製品在庫係数 ・原材料在庫係数

は各部 門 で一様 であるとす る。.この とき,両 モデルの安定性 について,次 の命

題が成立す る。

〔命題1〕Aは 既約かっ対角化可能 とす る。AのFrobenius根 を λ+と す る
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と,D-1モ デ ルが 安 定 とな るた めの必 要 条 件 お よび十 分条 件 は それ ぞ れ,

λ+<τ/(々 十1十3)(4-15)

λ+<τ/(τ 十2々十21十6)(4-16)

で あ り,D-2モ デ ル が安 定 とな るた めの 必 要条 件 お よ び十 分 条 件 はそれ ぞれ

λ+<1/{γ(2十 々十」)十1}(4-17)

況+く(2一 γ)/{ア(2々十21十5)十2}.(4-18)
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である。 証 明は数学註参照(② の末尾1、:二掲載)。 収束 のための各パ ラメータの

と りうる範囲 を示す と,そ れぞれ第1図,第2図 のよ うにな る。

安定条件が成立 し,か っ その過程 で曳 行可能条件 がみたされていれ ば,製 品

在庫お よび原材料在 庫や販売量 に基 づ く販売予想 などの数量情報 に依拠 した各

企業め分権的 な意志決定 をつ うじて,経 済は全体 として所 与の独立需要 の水準.

4に 対応す る定 常的な活動水準 への移行 を達成す ることがで きる。

③ 予 想 形 成 方 法 ・緩 衝在 庫係 数 と調 整過 程

(4-15)～(4-18)式 よ り,τ が 小 さい ほ ど,あ るい は γが大 きい ほ ど,ま た,

k.1が 大 きい ほ ど,調 整 過 程 が 安定 とな るた め の そ の他 の パ ラ メー タの 範 囲

は狭 くな る25)。

予想 形 成 方 法 につ い ては,単 純 移 動 平 均 法 にお け る遡及 期 間 τの減 少 と指 数

平 滑法 に お け る平 滑化 係 数 アの増大 は 同 じ効果 を もって い る。 実際,(4-16)式

と(4-18)式 と をみ れ ぼ,r=2/(τ+1)の と き,D-1モ デ ル と1)一2モ デ ル にお

け る安 定 性 の十分 条 件 は完 全 に一 致 す る,τ が小 さ く,あ るい ば7が 大 き くな

る と き,最 近 の販 売 実績 に加 え られ る加 重 値 は よ り大 き くな り,こ の こ とは 販

売予 想 に規 定 され る生産 量 ・原 材料 購 買 量 の販 売 実 績 の変 化 に た いす る変 動 幅

を拡大 し,経 済 を不 安定 化 す る。販 売量:O変 化 にた い す る近 視 眼 的 な予 想 形 成

は発 散 的 な変 動 を帰 結 す るわ け で あ る。

販 売 予 想 が過 去 の販 売 実績 の変 化 に適li三;的に形成 され,か っ 緩 衝在 庫 の 水 準

が この 販 売予 想 に比 例 的 に決 定 され るの.で,緩 衝 在 庫 係数 が大 き くな るほ ど生

産 量 ・原材 料 購 買 量 の変 動 幅 が大 き くな り,経 済 は 不 安定 化 す る。 とは い え,

緩 衝在 庫係 数 が 小 さす ぎれ ば 安定 条 件 は 成立 す る代 わ りに品 切 れ や 原材 料 不 足

25)こ れらの関係は,谷 口 〔32〕の数値計算によ;ii、推論と一致しており,そ れを代数的に裏付ける

ものとなっている。 なお,λ+の 増大も不安定と.冗:にる方向に作用するので,註(19)で 述べた難点
を無視 してAの 代わりに増補投入行列互 を用いると,安 定となる範囲はそれだけ狭 くなる。 し

かし,雇 用は種々の要因によって,生 産の変動.::.伴う原材料需要の変動に比して相対的に安定的

であるから,賃 金の変動による所得効果を組み込んだ場合の安定条件は,Aを 用いた場合と五

を用いた場合の中間にあると考えてよかろう。



耳、..

短期調整過程の二類型(1)(343)159

が ひんぱん に発生 し,調 整過程 の円滑 な進行が妨げ られ る。 したが って、調整

過程 の連続性 と安定性 とが両立す るためには緩衝在 庫係数 はある適 当な範 囲に

なけれ ばな らない こ とが わか る26)。
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